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<緒言>  

現在、セルロース（b-1,4グルカン）をはじめとした多糖類が、バイオベースポリマーの原料としての
利用が検討されている。当研究室では、その中でもb-1,3グルカンであるパラミロンとカードランの利用
を特に検討してきた。パラミロンは、微細藻類の Euglenaが光合成により体内で重合する高分子多糖類
であり、カードランは、Agrobacterium や Alcaligenes 等の細菌が発酵により培地中に生産する多糖であ
る。これまで炭素数の異なるエステル基を導入することにより、熱可塑性を付与したb-1,3グルカンエス
テル誘導体の調製に成功した [1]。特に、b-1,3グルカンプロピオネートにおいて、高い結晶性と優れた成
形加工性を見出した。高性能なプラスチック材料を創製するためには、結晶化速度や結晶形成機構の解

明が必要である。本研究では、成形条件により 5回らせんと 6回らせんの異なる分子鎖構造をとるb-1,3
グルカンプロピオネートに対し、球晶成長観察と配向結晶化挙動を解析し、結晶成長について考察を行

った。 

<実験> 

b-1,3グルカンプロピオネートの調製は、b-1,3グ
ルカン、トリフルオロ酢酸無水物(TFAA)、プロピ
オン酸を用いた不均一反応で行った(Scheme 1)。
1H-NMR の結果により、全ての水酸基が置換され
たことがわかった。キャストフィルムを作製し、偏

光顕微鏡と温度ジャンプステージを用い、等温結

晶化による球晶観察を行った。また、ガラス転移温

度付近での熱延伸と結晶化温度でのアニーリング

処理を行い、広角 X線回折を用いた配向結晶化挙動について解析した。 

<結果と考察> 

球晶の観察では、ラメラ結晶のねじれから発現する消光リン

グは見られず、房状球晶が観察された(Figure 1)。球晶のサイズ
は、等温結晶化の温度が高いほど、大きくなる傾向を示した。ま

た、半結晶化時間を求めた結果、いずれの結晶化温度において

も、20 分近くであることがわかった。一方、配向結晶化挙動に
ついては、熱延伸とアニーリング過程をそれぞれ時分割 X線回
折測定により行った。熱延伸段階におけるフィルムの延伸倍率

が大きいほど、顕著に配向由来の回折がみられ、配向結晶化が促

進されることがわかった。また、結晶由来の回折ピーク強度を用

いて、結晶化速度をプロットした結果、分子鎖配向したフィルム

の結晶化速度が無配向のものより大きく増加することがわかった。 
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